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==農作物の価格はどう動いているか==

1) は じ め に

作物にしろ畜産物にしろ農家の生産物の値段は

その年によってはもちろんその月々またEl々 によ

って変動 しているのが多く,他の商品にくらべて

きわめて不安定である｡今l｣の農家は昔とちがっ

て ,サ トウキビ,パイン,家畜 ,野菜などの生産

物を殆んと販売してそれでもって〈卜活しなければ

ならない｡そこで農家も作ることだけてなく,ヒ

手に売りまた上手に買うことが必要となってくる

が ,これら売 りと買いの際に問題となるのが ｢価

格｣である｡価格は一般に需要量 (買いたい畳)

と供給量 (売 りたい量)とのつ り合いで決ってく

るが ,実際にはそれぞれ色々な理由によって高く

なっていくもの ,安 くなっていくもの ,また余り

動かないもの ,と時と所によっても複雑な変動を

示 している｡特に農産物はどこの国でも国家政策

によって価格の安定を図っている場合が多い｡何

故なら農J産物の価格安定は個々の農家の努力だけ

ではきわめて困難なことてあE),それが農家の生

産と生活に及はす 直接の影響が 大きいからであ

る｡沖縄でもサ トウキビをはじめいくつかの農産

物は政府によって価格が決められているがその杜

撰と内容は本土の場合にくらべて大きく立ちおく

れている｡ここでは物価全体の動きの中で農産物

の価格の動きをとらえて その特徴を みていきた

い｡

2) 消費者物価は年毎 に上昇

物価というのは同じ商品についても両側面から

みることができる｡一つは生産者が手離 して売る

場合の生産者販売価格 (庭先価格)であり,他の

一つはこれに中間経費などを追加 して消費者の手

に買い取 られる場合の消費者価格 (小売価格)で

ある｡こ 数ゝ年に亘る消費者価格の動きをみると

(第 1図) ,｢食糧｣の価格指数は毎年上昇し,

これを含む物価総合指数も殆んど同じ歩調で毎年

2-3%ていど上昇している｡

食糧の中でも ｢主食｣は安定 しながらやや下落
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の傾向をたどり,上田の場合にも食糧のそれを下

廻った鶴間であるので他の物価にくらべで釦こ割

安の動きをたどっていることになる｡これに対し

て ,｢副食｣の肉類や野菜矧 土牛によって 卜下 し

ながら不安定な上昇の傾向をたどっている｡

このように同じ 食糧の中でも, 机上りするも

の ,安定 して変 らないもの ,また伯下りのために

/_ド.産されなくなったもの ,などのあることがわか

る｡こうした変化は所得水準-′ヒ活水準の向｣･_に

対応してそれぞれのもつ性JP;Lを現わしたもので ,

やがて食牛折の門･rf'rや食糧隼種の内容の変化を刺

戦する条件となるのである｡

3) 農産物 の価格変動は複雑

農産物の販売価格が政府によって直接間接に決

定されるものは ,島庫米 (米I7.il紬巧措置法 ･1959

午 ,稲作振興法 ･1965年)サ トウキビ (糖業振興

法 ･1959年) ,/くイソ (/くイソ産業振興法 ･1959

午)および肉豚 (豚価安定法 ･1962年)である(ノ

主な農作物について農家の販売価格をみると (節

2図) ,加工原料としてのサ トウキビとパインは
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すでに国際市場の影響をうけて本土政府による準

国内産としての特別取扱いの如何によって受動的

に決まるので今後ともきびしい情勢の中で複雑な

動きを示すであろう｡次に主食としての島産米は

外国米の半分にも達しないので全部島内で消費さ

れるが主食の消費者価格 (第 1回)と同じように

殆んど安定 した動きをみせている｡た 農ゞ家の販

売価格がそのまゝ消費者価格に対応 していないの

は政府補助金によって農家の販売価格が維持され

ているからであろう｡また副食である肉頬や野菜

類の販売価格は大体消費者価格の水準をいくらか

下廻ってほぼ同じような動きをたどるものとする

と,農産物の販売価格は ,①国際相場に影響され

ているもの ,②政府の補助金制度によって維持さ

れているもの ,③全くの手離しで激変しているも

の ,があってそれぞれきわめて不安定で複雑な動

きをみせているといえよう｡

4) 所得の向上 と食糧消費の変化

食糧消班の内容は所得の向上につれて変化 し,

穀物から畜産物 ,更にピタミソ質の食品へと移っ

ていくといわれるが,ついでにこれを見ておこう｡

上の第3図において ,澱粉rt食品は ,後進国の
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間では所得の上昇とともに 消費も 増大 していく

が ,欧米の先進国では全 く逆に所得の上昇につれ

て消夏封ま減少 し,日本はちょうどその分岐点すな

わち量から質-の転換期にあるといわれている｡

また動物性食品については (第 4回) ,全体とし

て所得の上昇につれて消費量も増大 していくこと

がわかる｡ しかし高所得の段階では増加率がかな

り鈍くなり,日本の場合は今後とも大きく増大す

ることが予想されるであろう｡

このような推移は食糧の所得弾力性で表わすこ

とができる｡所得をY,消狩をE,それぞれの増

加分を△Y ,△Eとすると

所得弾力性 --LAEE/AYY-会苦･寺
の式で表 し計算できる｡簡単にいえば ,所得の増

加率に対する消費増加率の割合である｡ これは国

によって色々ちがって表われるけれども,一般に

は所得水準の低い国ほど 食糧の所得弾力性は 高

く,所得の上昇につれて低下 していくといわれる｡

第 1表 食品別の所得弾性値

品 R l所得邦刀性 Il品 目 所得郵刀性
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百三1.位林省官房企画室.同調査課等の資料による｡
2.計測期間は品目によって多少異なっているが,概

して昭和30-37年の家計調査データにつき時系列
分析による結果である｡



第2表 食品別の価格弾力性

1.農林省官房企画室,同園芸局,農業総合研究所等

の計算例を総括したもの｡

2. いずれも,総理府統計局 ｢都市家計調査｣による

計算である｡

また食糧品の中でもそれぞれ所得弾力性の違 う

ものがあって日本の場合をみると (第 1表)､澱

粉質の愚物旗よりも肉類 ,野菜 ,果物などががい

して大きいと言える｡

次に同様な方法で ,価格が上ったり下った りす

るにつれて消費量がどれだけ増減するかをみたの

が ｢価格弾力性｣である｡日本の場合を第 2表で

みると,必備 Ⅰ勺な性格の強い穀物 ,野菜 ,魚など

が価格弾力性が小さく,果物 ,畜産物では大きく

表われ ,所得弾力性の場合とは ゞ同じ傾向をもっ

ている｡

これらは条件によって色々変って表われるけれ

ども,一般的には所得水準が向上したり,生産物

の価格を引き下げることによって食糧消費の内容

も変化 しうることを示すものといえよう｡

(つづく)

(福 仲 寮)
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